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世
界
人
口
の
セ
ン

ス

サ

国

勢

調

査

おおむ

今

年

は

十

十
月
一
日
午
前
零
時
現
在
、
国

内
に
常
住
す
る
人
は
、
ぜ
ん
ぶ
こ

の
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
@
常

住
す
る
人
と
い
う
の
は
、
そ
の
場

所
に
、
調
査
日
現
在
=
ヲ
月
以
上

に
わ
た
っ
て
住
ん
で
い
る
か
、
あ

る
い
は
調
査
日
以
後
一
一
一
ヵ
月
以
上

住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
、
と

い
う
意
味
で
す
。

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
勢
調
査
と
い
う
の
は
、
園
、
都

道
府
県
、
市
町
村
の
人
口
の
大
き

市政だより

回

目

さ
と
、
そ
の
構
成
を
明
ら
か
に
し

て
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政

.
財
産
の
諸
施
策
を
立
案
す
る
た

め
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
行

な
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
の

基
本
に
な
る
最
も
大
規
模
な
統
計

調
査
で
す
.
統
計
法
に
よ
り
ま
す

と
国
勢
調
査
は
五
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
規
定
に
よ

れ
ば
こ
と
し
は
、
い
わ
ゆ
る
十
年

匝
帰
の
大
規
模
調
査
に
当
り
ま
す

大
正
九
年
に
芳
一
回
調
査
が
行

な
わ
れ
て
か
ら
十
一
回
目
、
昭
和

二
十
二
年
の
臨
時
調
査
を
加
え
れ

ば
十
二
回
目
.
わ
が
国
の
国
勢
調

査
も
半
世
紀
を
迎
え
ま
し
た
.
こ

ん
ど
は
沖
縄
で
も
、
戦
後
は
じ
め

て
本
土
と
一
体
佑
し
て
調
査
を
行

な
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う

な
り
ま
す
と
、
国
際
的
に
も
今
回

の
調
査
は
、
国
連
い
か
提
唱
す
る
一
一

九
七
十
年
世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
の

・

一
環
と
も
な
る
大
が
か
り
な
調
査

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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最
後
の

寄
港
地
沖

縄
で
は
激

し
い
ス
コ

ー
ル
の
歓

迎
を
受
け

強
烈
な
太

陽
が
照
り

つ
け
る
な

か
を
汗
だ

く
だ
く
で

ま
わ
っ
た

ど
こ
ま
で

も
続
く
さ

と
う
き
ぴ

畑
を
通
っ

て
南
部
戦

跡
ヘ
・
・

私
達
は
戦

争
で
大
被
害
を
受
け
た
沖
縄
を
知

り
つ
く
す
の
が
恐
か
っ
た
.
け
れ

ど
も
ひ
め
ゆ
り
の
塔
.
健
児
・
レ

イ
メ
イ
の
塔
な
ど
二
十
五
年
前
の

激
戦
の
一
部
分
を
み
た
岩
肌
が
火

炎
放
射
機
で
焼
け
た
だ
れ
て
い
る

所
が
無
数
に
あ
っ
た
。

小
高
い
正
に
は
必
ず
多
く
の
墓
と

慰
霊
碑
が
あ
り
、
私
達
は
父
や
兄

達
が
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
戦
っ
た

歴
史
の
前
で
記
念
撮
影
す
る
の
が

心
ぐ
る
し
か
っ
た
。

南
の
太
陽
と
み
ど
り
と
紺
碧
の
海

が
み
え
る
摩
文
丘
に
あ
る
鎮
魂
長

崎
の
碑
の
前
で
慰
霊
祭
を
行
な
っ

た
時
私
達
は
強
烈
な
太
陽
の
下
で

一
涙
を
ぬ
ぐ
う
事
を
忘
れ
る
程
感
慨

無
量
だ
っ
た
。

沖
縄
は
確
か
に
日
本
で
あ
っ
た
。

毎
年
の
台
風
来
客
の
た
め
に
平
家

が
多
く
屋
根
は
全
て
セ
メ
ン
ト
覆

い
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
お
お
む

ら
と
一
つ
も
変
る
こ
と
が
無
か
っ

た
。
チ
ャ
ン
ポ
ン
も
す
し
も
喰
え

た
。
炭
抗
節
も
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ

で
は
巨
人
勝
利
を
中
継
放
映
し
て

し
た
。

だ
が
沖
縄
の
町
を
パ
ス
ポ
ー
ト
や

ド
ル
持
参
な
し
で
上
陸
も
買
物
も

出
来
な
い
状
態
は
さ
び
し
か
っ
た

-‘ 

て

何
人
か
の
沖
縄
人
と
会
っ
た
と
き

む
ず
か
し
い
現
地
事
情
の
中
で
人

間
ら
し
い
生
活
を
持
続
し
よ
う
と

が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
が
印
象
に
残

っ
た
。

長
崎
を
離
れ
て
十
二
日
目
私
達
は

那
覇
港
と
わ
か
れ
て
故
郷
へ
向
っ

た
。
私
達
は
研
修
と
視
察
の
終
り

が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

そ
れ
と
同
時
に
い
ろ
ん
な
事
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

外
国
か
ら
み
る
日
本
の
す
ば
ら
し

さ
は
確
か
だ
っ
た
。
現
地
の
中
に

飛
び
こ
ん
で
学
生
、
農
民
、
教
師

い
ろ
ん
な
階
層
と
話
し
会
え
た
。

規
律
あ
る
団
体
生
活
の
中
で
は
団

員
と
の
友
情
を
更
に
深
め
た
。
そ

れ
は
若
者
同
士
の
心
の
ふ
れ
合
い

で
あ
っ
た
。
私
達
は
い
ろ
ん
な
事

を
学
び
知
る
中
で
青
年
の
船
の
団

員
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
た
。

そ
し
て
青
年
の
創
造
は
故
郷
。
お

お
む
ら
H

長
崎
県
の
す
ば
ら
し
い

町
千
つ
く
り
の
夢
と
し
て
興
奮
さ
せ

た。

丘文摩

ス
ク
リ
ュ
ー
が
静
か
に
動
き
を
や

め
た
。
長
崎
の
に
お
い
が
体
中
を

走
っ
た
。
最
後
に
無
事
に
研
修
を

終
え
た
御
礼
と
と
も
に
来
年
芳
二

団
長
崎
県
青
年
の
船
が
出
航
す
る

こ
と
を
祈
り
た
い
。松

添

友
武

終

、.山 J
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敬

老

の

日

年
金
で
老
後
の

楽
し
い
生
活
を

敬
老
の
日
(
九
月
十
五
日
)
が

も
う
け
ら
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た

世
論
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
り

国
民
年
金
制
度
の
な
か
に
老
齢
福

祉
年
金
と
い
う
制
度
を
盛
り
こ
ん

だ
の
も
‘
老
人
に
少
し
で
も
楽
し

い
生
活
を
送
っ
て
も
ら
お
う
と
す

る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

最
近
は
、
と
み
に
老
人
福
祉
の

問
題
が
、
一
般
の
関
心
を
集
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
.

こ
れ
は
、
身
近
に
不
幸
な
老
人

の
生
活
を
み
た
り
聞
い
た
り
す
る

に
つ
け
、
な
ん
と
か
し
て
こ
う
い

っ
た
人
た
ち
を
助
け
て
あ
げ
た
い

と
い
う
気
持
が
自
然
と
わ
い
て
く

る
か
ら
で
し
ょ
う
。

敬
老
の
日

りおおむ

老
人
を

愛
の
手
て

い
た
わ
り
ま

市政だより

し
ょ
、
フ

(3) 

1 

f 

敬
老
金
を
支
給

市
で
は
、
本
年
九
月
十
五
日
現

在
で
市
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
八
十
才
以
上
の
者
に
次
の
と
お

り
市
の
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す
。

マ
支
給
金
額

八
十
才
か
ら
八
十
九
才
ま
で
の
者

三
干
円

五
千
円

九
十
才
以
上
の
者

マ
支
給
期
間

九
月
十
六
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で

な
お
、
該
当
者
に
は
直
接
支
給

日
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で

そ
の
通
知
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
指
定
の
場
所
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

理
容
・
入
浴
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
特
別
サ
ー
ビ
ス

一
、
満
九
十
才
の
方
に
記
念
写
真
マ
マ
ッ

サ
ー
ジ
。
芳
一

錨
灸
按
摩

を

贈

呈

。

師

会

員

の

錨

灸

院

は

七

十

才

以

上

二
、
満
七
十
才
以
上
の
方
に
次
の
半
額
奉
仕
。
鋪
灸
師
会
員
の
鋪
灸

と
お
り
理
容
、
入
浴
、

一マ
ッ
サ
l
院
は
八
十
才
以
上
無
料
奉
仕
。
た

ヲ
の
特
別
奉
仕
c

だ
し
一
回
の
み
。

マ
理
容
。
理
容
師
会
員
の
理
容

庖

な

お

、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
奉
仕

は

半

額

奉

仕

。

券

は

、

各

町

務

連

絡

員

に

お

願

い

、

マ
入
浴
.
浴
場
組
合
の
浴
場
は
無
し
て
配
付
い
た
し
ま
す
が
、
福
祉

料

奉

仕

.

事

務

所

に

も

備

え

て

お

り

ま

す

。

犬
の
放
し
飼
い
は

や
め
て
く
だ
さ
い

犬
に
よ
る
被
害
届
が
毎
日
の
よ
う

に
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
犬
を
飼

っ
て
い
る
人
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
住
民
に
損
害
を
与
え
な
い
よ
う

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

。
自
分
が
占
有
す
る
場
所
以
外
は

放
し
飼
い
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

O
飼
い
犬
を
連
れ
出
す
時
は
で
き

る
だ
け
丈
夫
な
く
さ
り
を
か
け
、

人
を
か
む
お
そ
れ
の
あ
る
犬
は
口

輸
を
か
け
て
く
だ
さ
い
.

。
不
用
に
な
っ
た
犬
は
不
用
犬
回

収
箱
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
.
不

用
犬
回
収
日
は
毎
月
十
四
日
で
す

O
不
用
犬
回
収
箱
は
次
の
と
こ
ろ

に
置
い
て
お
り
ま
す
.

大
村
市
役
所
。
西
大
村
、
鈴
田
、
萱

瀬
、
竹
松
、
松
原
の
各
出
張
所
で
す

〈

公
園
な
ど
に

犬
、
猫
を
す
て
な
い
で

@
近
頃
、
公
園
や
空
地
等
に
犬
、

猫
を
捨
て
る
人
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
附
近
の
住
民
が
迷
惑
を
蒙
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
住
み
よ
い
環

境
作
り
の
た
め
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

五
月
以
降
犬
の
捕
か
く
数

5月 173頭

6 且 161頭

7月 197頭

8月 182頭

計 713頭

畜
舎
は
悪
臭
を

出
さ
な
い
よ
う

清
潔
に

畜
舎
の
悪
臭
に
よ
る
苦
情
が
目
立

っ
て
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
.
養

豚
(
牛
)
家
は
次
の
事
項
に
注
意

し
て
附
近
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
衛
生
的
に
飼
育
し
て
く
だ

さ
い
。

ム
糞
尿
は
川
等
へ
み
だ
り
に
投
棄

せ
ず
浄
化
槽
か
タ
ン
ク
に
お
い
て

衛
生
的
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

糞
尿
の
地
上
流
出
は
井
戸
水
が
汚

染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
病
気

に
か
、
り
や
す
い
状
態
に
な
り
や

す
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
.

f 
l 

ト.L~ 日

ム
畜
舎
は
不
潔
に
な
り
や
す
い
の

で
い
つ
も
清
潔
に
し
て
く
だ
さ
い

ム
残
飯
等
の
飼
料
に
は
‘
お
お
い

を
す
る
等
衛
生
的
に
管
理
し
て
く

だ
さ
い
.

A
畜
舎
の
悪
臭
は
広
が
ら
な
い
よ

う
心
が
け
、
周
囲
に
は
樹
木
等
を

植
え
て
住
民
の
目

ι止
ま
ら
な
い

よ
う
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
.

ム
畜
舎
の
清
掃
や
飼
料
を
与
え
る

時
間
は
附
近
住
民
の
食
事
時
間
と

重
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

胃
の
集
団
検
診
実
施

V
対
象
者

三
十
五
才
以
上
の
人

V
料
金

四
百
円
(
検
診
日
に
い

た
だ
き
ま
す
)

V
検
診
方
法

胃
の
集
団
検
診
車

「
つ
ば
き
号
」
に
よ
る
X
鰻
の
間

接
撮
影
検
査
.

V
申
し
込
方
法
九
月
十
六
日
ま

で
に
ハ
ガ
キ
(
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
こ

と
)
ま
た
は
電
話
で
衛
生
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
.

V
実
施
期
日
九
月
二
十
二
日
、

二
十
四
日
、
二
十
五
日
、
二
十
六

日
。
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
衛

生
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.

V
受
付
時
間
九
時
か
ら
十
一
時

半
ま
で
。

-v場所
大
村
保
健
所
.
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国
勢
調
査
懸
賞
募
集

大
村
市
の
人
口
は
?

市
で
は
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ

る
の
を
機
会
に
十
月
一
日
現
在
の

大
村
市
の
人
口
を
予
想
す
る
懸
賞

募
集
を
行
な
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

二
応
募
資
格

市
内
在
住
者
な
ら
ど
な
た
で

も
結
構
で
す
.

二
、
応
募
要
領

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
を
一
つ
書

き
本
人
の
住
所
、
氏
名
、
年

令
、
職
業
を
明
記
す
る
こ
と

こ
の
場
合
答
と
な
る
数
字
の

訂
正
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

三
、
送
り
先

大
村
市
玖
島
郷
二
五

大
村
市
役
所
国
勢
調
査
懸
賞

募
集
係

四
、
締
切
り

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日

(
同
日
付
消
印
有
効
)

五
、
発
表

十
二
月
末
ま
で
に
総
理
府
統

計
局
で
公
表
さ
れ
る
人
口
概

数
に
的
中
な
い
し
は
最
も
近

い
も
の
を
正
解
と
し
.
正
解

市政だより

者
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
と

い
た
し
ま
す
。

六
、
賞
金
な
ら
び
に
賞
品

一
等
一
名
三
千
円
と
副
賞

二
等
二
名
千
円
と
副
賞

三
等
十
名
記
念
品

(各年国勢調査)

56.182人

61.230人

56.425人

59.498人

一一大村市の人口

年

M 

，ペY

λγ 

3 0 

3 5 

4 0 

昭和
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災
害
復
興
住
宅
資
金
の

貸
付

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
台
風
九

号
に
よ
り
家
屋
に
損
害
を
受
け
た

方
に
対
し
、
貸
付
を
行
な
い
ま
す

。
貸
付
対
象
者

り
災
直
前
の
建
物
の
価
格
の
二
割

以
上
の
損
害
を
受
け
、
か
つ
住
宅

部
分
の
床
面
積
が
建
物
全
体
の
面

積
の
二
分
の
一
以
上
あ
る
家
屋
の

所
有
者
、
賃
借
入
及
び
居
住
者

。
貸
付
対
象
住
宅

的
建
設
す
る
住
宅
一
戸
当
り
の
住

人

宅
部
分
の
床
面
積
が
十
三
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
六
十
七
平
方
メ
ー
ト

ル
以
下

同
建
設
及
び
補
修
を
す
る
建
物
の

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
全
体
の
面

積
の
二
分
の
一
以
上
あ
る
こ
と

。
貸
付
条
件

川
建
設
り
災
直
前
の
建
物
の
価

格
の
五
割
以
上
の
被
害
を
認
定
さ

れ
た
建
物
の
所
有
者
及
び
居
住
者

貸
付
額
@
耐
火
及
び
簡
易
耐
火
住

宅
は
最
高
百
十
万
円
、
一
平
方
メ

ー
ト
ル
当
り
ニ
万
七
千
五
百
円

。
木
造
住
宅
等
は
最
高
九
十
万
円

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
り
二
万
二
千

五
百
円

貸
付
利
率
年
五
分
五
厘

償
還
期
間
耐
火
は
三
十
五
年
。

簡
易
は
二
十
五
年
。
木
造
は
十
八

年同
補
修
り
災
直
前
の
建
物
の
価

格
の
二
割
以
上
五
割
以
下
の
認
定

を
受
け
た
建
物
の
所
有
者
及
び
居

住
者

貸
付
額
四
万
円
以
上
四
十
五
万

円
以
下

貸
付
利
率
年
五
分
五
匡

償
還
期
間
十
年
以
内
で
一
カ
月

二
千
円
以
上
に
な
る
よ
う
に
き
め

た
期
間

ヲが4 5 H 

。
借
入
申
込
の
手
続

的
県
の
地
方
機
関
の
建
築
課
又
は

建
設
課
へ
申
し
出
て
認
定
を
受
け

/ 
』

/ 

る
こ
と
(
認
定
業
務
は
十
耳
末
日

ま
で
行
な
い
ま
す
)

同
提
出
書
類

①
災
害
復
興
住
宅
(
建
設
補
修
)

資
金
借
入
申
込
書
一
通

②
災
害
復
興
住
宅
に
関
す
る
認
定

書

一

通

①
融
資
希
望
者
の
収
入
証
明
書

一
通

①
保
証
人
の
収
入
証
明
書
一
通

(
①
①
①
の
用
紙
は
各
金
融
機
関

へ
、
①
の
用
紙
は
県
の
地
方
機
関

に
あ
り
ま
す
)

料
提
出
先
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
い
金
融
機
関

。
受
付
期
間
昭
和
四
十
五
年
八

月
二
十
八
日
か
ら
十
一
月
三
十
日

ま
で
。

大
村
航
空
隊
職
員
募
集

一
、
募
集
職
種
及
び
人
員

事
務
職
員

大
村
勤
務
・
:
男
若
し
く
は
女
二
名

東
京
方
面
勤
務
:
希
望
者
男
一
名

1
二
名

二
、
応
募
資
格

学
歴
・
高
等
学
校
卒
業
以
上

年
令
・
:
男
二
十
五
才
未
満
。
女
二

十
二
才
禾
満

三
、
応
募
希
望
者
は
写
真
(
縦
四

川
、
横
三
側
、
単
身
胸
か
ら
上
)

添
付
の
履
歴
書
一
部
を
締
切
日
ま

で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
.

送
付
先
・
・
・
大
村
市
今
習
郷
無
番
地

大
村
航
空
隊
人
事
係

四
、
履
歴
書
締
切
日

昭
和
四
十
五
年
九
月
十
九
日
(
土
)

玉
、
詰
験
日
時

昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
二
日
、

八
時
三
十
分
か
ら
。
受
付
は
八
時

ま
で
.

六
、
採
用
試
験

午
前
、
筆
記
詰
験
、
身
体
検
査
.

午
後
、
心
理
適
性
検
査
、
口
述
詰

験。七
、
試
験
当
日
の
必
要
品

前
記
写
真
二
枚
、
印
鑑
、
筆
記
用

具
、
弁
当
等
.

婦
人
週
間
マ

l
ク
募
集

婦
人
週
間
は
婦
人
が
は
じ
め
て

参
政
権
を
行
使
し
た
昭
和
二
十
一

年
四
用
十
日
を
記
念
し
て
毎
年
全

国
的
に
婦
人
の
地
位
を
高
め
る
運

動
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
は
こ
の
婦
人
参
政
権
行
使
二

十
五
周
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
を
記
念
し
て
婦
人
週
間
の
シ

ン
ボ
ル
マ

l
ク
を
募
集
し
ま
す
.

一
、
応
募
規
定

。
用
紙
は
白
色
の
洋
紙

(
B
五

判
)
を
タ
テ
に
使
う
こ
と

。
マ

l
ク
図
案
は
墨
一
色
で
措

ノ
¥
こ
と

O
用
紙
上
%
マ

l
ク
図
案
を
描

き
下
労
に
住
所
(
〒
番
号
)

氏

名

性

別

年

令

職

業

‘， 

電
話
番
号
等
を
横
書
の
こ
と

O
封
筒
の
左
下
部
に
「
マ

l
ク

応
募
」
と
朱
書
す
る
こ
と
.

二
、
応
募
資
格

特
に
制
限
し
ま
せ
ん
。
ど
な
た

で
も
御
応
募
で
き
ま
す
.

三
、
締
切
り

昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
日

当
日
消
印
有
効

四
、
送
り
先

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
の

三
の
一
(
〒
一

O
O
)
労
働
省

婦
人
少
年
局
婦
人
課

五
、
発
表

昭
和
四
十
五
年
十
周
中
旬

入
賞
者
各
自
に
通
知
の
ほ
か
、

新
聞
等
に
も
発
表
し
ま
す
。

六
、
営
九

入
選
者
に
は
労
働
大
臣
賞
状
と

副
賞
金
一
封
が
あ
り
ま
す
。

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

主
催
、労

働
省
、
敗
団
法
人
公
明
選
挙

連
盟柔

道
昇
段
審
査

日
時
。
九
月
十
二
円
(
土
)

十
三
時
三
十
分
受
付

場
所
。
郡
中
学
校
体
育
館

対
象
。
初
段
か
ら
三
段
ま
で

科
目

投
げ
の
型
、
実
技
、
筆
記

、、


